
 

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
を
生

か
し
て
６
件
の
意
見
書
を
提
案
。
こ
の
う
ち
県
道
整
備

に
か
か
る
予
算
の
確
保
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も

の
の
、「
医
療
ケ
ア
」「
国
の
制
度
で
子
ど
も
の
医
療
費
」
、

「
国
保
会
計
へ
の
国
庫
負
担
増
額
」「
秘
密
保
護
法
」「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
に
な
り
ま
し
た
。
採
決
結
果
は
次
の
通
り
。 

意
見
書
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

福
島
事
故
の
原
因
究
明
も
ま
だ
途
中
、
政
府
が
示
し
た
新

た
な
安
全
基
準
す
ら
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
強

引
に
再
稼
働
を
決
定
し
た
野
田
内
閣
に
対
し
て
、
市
民
目
線

か
ら
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
請
願
・
意
見
書
の
採
択
は
、

画
期
的
な
内
容
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
野
田
内
閣
が
大
飯
原
発
再
稼
働
を
正
式
決
定
し
た
な
か

で
、
若
い
お
母
さ
ん
ら
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
６
月
議
会
に
提
出

さ
れ
て
い
た
「
大
飯
原
発
の
再
稼
働
は
認
め
ず
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
、
地
域
自
立
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
実
施
を
求
め
る
請
願
」（
紹
介
議
員
＝
谷
永
兼
二
、
橋

本
恒
典
、
山
岡
光
広
）
が
賛
成
多
数
で
採
択
、
政
府
に
同
様

主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

２４年度一般会計補正予算案 市長 ○ ○ ○ ○ ○

住民基本台帳カードの利用に関する条例案 市長 中島茂 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

県道整備にかかる予算の確保を求める意見書 山岡光広 ○ ○ ○ ○ ○

医療ケアが必要な子どもたちの通学保障を求める意見書 山岡光広 ○ ● ● ● ○

水循環基本法案(仮称)の早期制定を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

国の制度で子どもの医療費無料化の完全実施を求める意見書 小松正人 ○ ● ● ● ○

秘密保全法制定に反対する意見書 安井直明 小西喜代次 なし ○ ● ● ● ●

マイナンバー法案の撤回を求める意見書 小西喜代次 小松正人 なし ○ ● ● ● ●

国民健康保険制度への国庫負担の増額を求める意見書 小西喜代次 ○ ● ● ● ●

大飯原発再稼働を認めず省エネルギー社会の実現、地域自立型の再生可能エネル
ギー政策の実施を求める請願

「なちゅなる
まま」など

山岡光広 朏　藤男 ○ ●○ ○ ○棄 ○●

討論なし

討論なし

※請願に対する態度　清風クラブで賛成は中西・谷永・橋本恒議員。正政会賛成は森嶋・田中議員、石川議員は棄権。公明党の賛成は白坂議員。

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 
 
 

主な議案に対する各党・各会派の態度  ○は賛成、●は反対

２０１２年 ７月１日 ＮＯ．110 

小西喜代次 
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax 76-0150 

 ６月１日(金)午後５時から読売テレビ「ニュ

ース ten」の番組で、「全国から視察殺到・エ

ネルギーの自給自足を目指す町」というタ

イトル(右写真)で、日本共産党甲賀市議員

団の視察研修が紹介されました。 

 ６月定例議会は、６月５日から２２日まで開かれ、市長提案の１９議案、請

願１件、議員提案の意見書８件について審議しました。日本共産党甲賀市議団

は、市政の問題点追及、市民の要求実現へ積極的に発言しました。 

い
ま
す
。
ま
た
わ
ず
か
６
メ

ー
ト
ル
の
川
の
落
差
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
は
、
昼
間

は
小
中
一
貫
校
の
電
気
に
、

夜
間
は
町
中
に
あ
る
８２
基
の

街
路
灯
の
電
力
に
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
は
、

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
公
共
施

設
に
設
置
。
一
般
住
宅
も
１６

戸
に
一
基
の
割
合
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
２０
万

円
／
１
ｋｗ
、
最
高
８０
万
円
を

補
助
す
る
な
ど
町
が
推
進
役

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
間
伐

材
や
端
材
を
ペ
レ
ッ
ト
に
し

て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
、

さ
ら
に
地
中
熱
を
利
用
し
て

温
水
プ
ー
ル
を
運
営
し
て
い

ま
し
た
。 

 

◆
…
小
さ
な
町
の
取
り
組

み
で
す
が
、
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
、
再
生
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
文
字
通

り
実
践
で
示
し
て
い
る
町
で

し
た
。 

 

◆
…
梼
原
町
は
、
四
万
十

川
の
源
流
、
高
知
県
の
北
西

部
に
あ
る
人
口
３
８
１
２
人

の
小
さ
な
町
で
す
。
町
面
積

の
８
割
は
森
林
で
、
こ
れ
ま

で
か
ら
自
然
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
町
の
電
力

の
３
割
を
再
生
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賄
っ
て
お
り
、
２

０
０
９
年
に
は
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
に
指
定
。
昨
年
の

福
島
原
発
事
故
以
来
、
視
察

研
修
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

◆
…
本
格
的
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
は
、
１

９
９
７
年
頃
か
ら
。
四
国
カ

ル
ス
ト
高
原
（
標
高
１
４
０

０
㍍
）
に
、
総
工
費
４
億
４

５
０
０
万
円
を
か
け
二
基
の

町
営
風
力
発
電
所
を
設
置

（
写
真
右
下
）、
年
間
平
均
２

７
４
０
Ｍ
wh
を
発
電
す
る
と

と
も
に
、
年
間
の
平
均
的
な

売
電
収
入
（
余
っ
た
電
力
を

四
国
電
力
に
売
る
）
は
３
５

０
０
万
円
に
も
。
こ
れ
を
基

金
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
な
ど
の
補
助
に
あ
て
て

 

原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
再
生
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
声
が
強
ま
る
中
、
日
本
共
産

党
甲
賀
市
議
員
団
は
５
月
１５
日
、
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
学
ぼ
う
と
、
政
務
調
査

で
高
知
県
梼
原
（
ゆ
す
は
ら
）
町
に
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
（
写
真
は
木
造
の
庁
舎
前
で
）
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆
年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
伴
う
税
収
を
子
育
て

支
援
に
、
◆
新
庁
舎
建
設
問
題
に
つ
い
て
、
◆
２
０

１
１
年
５
月
１
９
日
の
大
阪
高
裁
で
の
確
定
判
決

に
つ
い
て
、
◆
自
治
振
興
会
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
。 

 

◆
信
楽
高
校
分
校
化
の
白
紙
撤
回
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
と
介

護
保
険
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
、
◆
国
民
健
康
保
険

の
改
善
に
つ
い
て
、
◆
信
楽
運
動
公
園
の
管
理
体
制

に
つ
い
て
。 

 

◆
豊
か
な
森
林
資
源
更
な
る
利
活
用
に
つ
い
て
、

◆
水
口
古
城
山
を
身
近
で
よ
り
親
し
め
る
総
合
的

整
備
を
す
す
め
る
こ
と
、
◆
市
道
名
坂
的
場
線
の
東

名
坂
通
過
に
伴
う
車
道
整
備
を
、
◆
新
甲
賀
病
院
開

院
に
よ
る
通
院
等
の
コ
ミ
バ
ス
路
線
の
整
備
を
。 

問 

年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
っ
て
市
民
税

は
１
億
８
千
万
円
増
収
に
。
こ
れ
を
小
中
通

院
医
療
費
と
第
３
子
保
育
料
無
料
化
の
対
象

枠
拡
大
、
遠
距
離
通
学
バ
ス
補
助
の
拡
大
な

ど
子
育
て
支
援
策
拡
充
に
活
か
せ
。 

市
長 

低
所
得
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
市
独
自
の
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
現
行
制
度
で
対
応
し
て
い
く
。 

再
問 

第
３
子
保
育
料
無
料
は
、
現
在
B2
と

C12
が
対
象
。
こ
れ
を
C22
ま
で
拡
大
し
た
ら
＋

２１
名
。
同
じ
バ
ス
に
乗
っ
て
い
て
も
、
甲
南

町
杉
谷
市
ノ
瀬
や
下
磯
尾
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
。 

市
長 

最
大
限
の
尺
度
で
検
討
し
て
い
く
。 

問 

拙
速
に
新
庁
舎
建
設
計
画
を
す
す
め
る

の
で
は
な
く
、
旧
町
役
場
と
の
連
携
、
市
民
・

職
員
・
議
会
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
を
。 

総
務
部
長 

庁
内
を
横
断
す
る
検
討
委
員
会

を
設
け
、
住
民
が
望
む
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

と
機
能
、
そ
れ
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
等
を
検

討
協
議
し
て
い
く
。 

 ９月定例議会は、市長選の関係から通常よりも会期が少し早くなります。開会は８月２３日、９月１９日ま

での会期。一般質問は４日・５日・６日。請願や意見書。一般質問の通告は８月１６日まで。 

山岡光広 （総務常任委員、環境対策特別

委員会委員長、地域情報対策特別委員） 

 

問 

森
林
資
源
を
地
産
地
消
す
る
高
知
県
梼

原
町
を
視
察
し
て
き
た
。
甲
賀
市
の
森
林
資

源
の
活
用
方
策
は
。
学
校
施
設
は
ど
う
か
。 

市
長 

公
共
建
物
に
積
極
的
に
利
用
す
る
。 

教
育
長 

間
伐
材
の
机
・
椅
子
を
導
入
す
る
。

再
問 

県
の
び
わ
こ
材
使
用
で
３０
万~

４０
万

円
の
助
成
金
が
出
る
。
甲
賀
材
に
も
助
成
を
。

市
長 

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
推
進
し
て
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

甲
賀
市
の
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問 

古
城
山
整
備
で
、
調
整
伐
採
し
た
樹
木

が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、
も
っ
た
い
な
い
。 

産
業
経
済
部
長 

林
内
処
理
を
基
本
と
す
る

も
木
棚
や
散
策
道
修
理
に
活
用
す
る
。 

問 

市
道
名
坂
梅
ヶ
丘
線
の
車
道
整
備
を
。 

建
設
部
長 

都
市
計
画
道
網
を
見
直
す
。 

問 

新
甲
賀
病
院
へ
直
通
バ
ス
を
。 

総
合
政
策
部
長 

利
用
者
の
バ
ス
利
用
実

績
、
診
療
体
制
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
。

◆
大
飯
原
発
の
再
稼
働
は
す
べ
き
で
な
い

◆
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
太
陽
光
発
電
な
ど
へ
の

市
独
自
補
助
を

◆
大
野
小
学
校
の
外
便
所
の
改
修

と
文
化
ホ
ー
ル
の
水
漏
れ
対
策
を

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
大
野
地
域
実
証
運
行
は

 

問 

大
飯
原
発
電
は
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い

撤
退
を
決
断
す
べ
き
だ
、
見
解
を
問
う
。 

市
長 

国
の
責
任
で
判
断
し
、
中
長
期
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
を
示
す
べ
き
だ
。 

問 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
の
高
知
県
梼
原
町
を
研
修
し
、
テ
レ
ビ
で

も
放
映
さ
れ
た
。
太
陽
光
発
電
へ
の
補
助
は
、

市
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
は
ど
う
か
、
新
た

な
る
実
証
検
証
の
委
託
事
業
は
。 

市
長 

補
助
は
し
な
い
。 

市
民
環
境
部
長 

公
共
施
設
は
検
討
す
る
。

委
託
事
業
は
早
期
に
要
綱
を
作
る
。 

問 

大
野
小
学
校
の
外
便
所
は
使
え
な
い
。

運
動
場
は
散
水
設
備
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
文

化
ホ
ー
ル
の
水
道
の
漏
水
修
理
が
必
要
だ
。 

教
育
部
長 

時
期
と
施
工
内
容
を
検
討
。
漏

水
の
補
修
は
５
月
に
実
施
し
た
。 

問 

大
野
地
域
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運

行
の
実
績
と
今
後
は
。 

総
合
政
策
部
長 

利
用
は
な
い
が
、
年
度
末

ま
で
が
期
間
だ
。 

小西喜代次 （民生常任委員会副委員長、

交通対策特別委員、地域情報対策特別委員、

議会広報特別委員会副委員長） 

小松正人 （産業建設常任委員、交通対策特

別委員会委員長、地域情報対策特別委員、公

立甲賀病院組合議会議員） 

安井直明 （文教常任委員、議会改革特別委

員、地域情報対策特別委員、議会運営委員会

副委員長、甲賀広域行政組合議会議員） 

問 

信
楽
高
校
分
校
化
を
許
さ
な
い
た
め
に

今
、
集
中
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長 

県
の
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
要

望
・
提
言
を
続
け
る
。
地
元
の
熱
意
は
大
き

な
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。 

問 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

を
解
消
す
る
計
画
的
な
整
備
と
、
介
護
利
用

料
の
市
独
自
の
軽
減
措
置
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

現
在
の
計
画
は
、
待
機
者

の
解
消
に
向
け
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
利

用
料
の
市
独
自
軽
減
は
予
定
し
て
い
な
い
。 

問 
国
保
法
４４
条
に
よ
る
医
療
費
の
窓
口
負

担
減
免
の
拡
大
を
求
め
る
。 

市
民
環
境
部
長 

現
行
制
度
に
よ
り
推
移
を

見
守
る
。
免
除
要
件
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。 

問 

信
楽
運
動
公
園
に
管
理
人
の
配
置
を
。 

教
育
部
長 

平
日
の
午
後
は
中
央
公
民
館
の

職
員
が
対
応
し
て
い
る
。
安
心
、
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。 




